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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

５
月

０
７

日
( 土

)  
晴
 

◇
参

加
者
；
児

嶋
道

夫
、
沖

﨑
吉

信
、
畑

林
秀

味
、
畑

林
清

子
、
橋

本
 

梓
。
 

 
 

５
名

。
 

 

連
休

最
後

の
８

日
( 日

) に
行

仙
宿

に
出

向
く

予
定

も
、

児
嶋

さ
ん

か
ら

モ

ノ
レ

ー
ル

屋
根

工
事

の
資

材
調

達
も

ほ
ぼ

段
取

り
つ

け
た

。
 

８
日

は
、

茶
摘

が
あ

っ
て

、
７

日
( 土

) に
資

材
荷

上
げ

と
基

礎
部

分
の

一

部
を

や
る

と
連

絡
が

入
る

。
 

８
日

を
７

日
に

変
更

し
、
皆

さ
ん

に
も

協
力

を
呼

び
か

け
５

人
が

出
向

く
。

児
嶋

さ
ん

は
、
ト

ラ
ッ

ク
で

実
家

の
小

森
に

立
寄

り
資

材
一

部
を

積
み

、
行

仙
補

給
路

登
山

口
で

９
時

半
過

ぎ
に

合
流

し
た

。
 

今
日

行
仙

宿
で

一
泊

す
る

梶
野

君
は

、
早

く
到

着
し

Ｍ
機

を
下

ま
で

降
ろ

し
て

く
れ

て
い

た
。
 

重
さ

で
は

、
一

回
で

積
載

可
能

な
れ

ど
、
単

管
パ

イ
プ

や
垂

木
な

ど
の

長

物
が

あ
る

為
、

二
回

に
分

け
て

Ｍ
機

で
荷

上
げ

し
た

。
 

小
型

で
は

あ
る

が
発

電
機

も
あ

る
。

こ
れ

ら
を

肩
で

上
げ

る
と

な
れ

ば
。

５
人

で
３

回
か

４
回

位
往

復
す

る
こ

と
と

な
る

。
い

や
は

や
楽

で
あ

る
。
 

荷
上

げ
後

、
梶

野
君

は
今

日
旧

逓
信

道
で

作
業

中
の

青
木

、
山

口
ご

両
人

に
昼

弁
当

を
届

け
る

た
め

先
行

。
 

畑
林
( 秀

) 君
に

児
嶋

さ
ん

の
サ

ポ
ー

ト
を

お
願

い
し

て
、

沖
﨑

、
橋

本
、

畑
林
( 清

) の
３

人
も

後
を

追
い

行
仙

宿
へ

。
浦

向
分

岐
三

叉
路

か
ら

の
荷

上

げ
も

、
こ

れ
も

又
大

変
楽

ち
ん

で
あ

る
。
 

連
休

中
の

来
宿

舎
の

対
応

も
実

質
終

了
し

た
感

じ
で

、
青

木
・
山

口
ご

両

人
に

よ
り

き
れ

い
に

片
付

け
ら

れ
て

い
た

。
 

笠
捨

山
の

捲
き

道
( 旧

逓
信

道
・

鉄
塔

巡
視

路
) 作

業
中

の
ご

両
人

激
励

と

手
伝

い
も

必
要

か
と

思
い

、
作

業
現

場
へ

向
け

出
発

す
る

。
 

奥
駈

道
合

流
地

点
か

ら
１

０
分

も
歩

い
た

か
、
何

や
ら

人
の

声
、
す

ぐ
三

人
と

合
流

す
る

。
 

聞
け

ば
、
大
ハ
ン

ー
の
柄

が
折

れ
て

し
ま

い
作

業
に

な
ら
ず

、
引

あ
げ

る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

旧
逓

信
道

の
改
修

・
補
修

作
業

は
、

一
部

を
残

し
略
完

了
し

た
と

の
こ

と

御
苦
労
様

で
し

た
。
 

行
仙

宿
に
戻

り
昼
食

。
こ

れ
と
言

っ
た

事
も
せ
ず

、
モ

ノ
レ

ー
ル
駐

機
小

屋
の

屋
根

工
事

の
現

場
に
戻

る
。
 

現
場

で
は

、
く
字

型
の

パ
イ

プ
を

３
本

立
て

る
為

の
基

礎
部

分
が
略
完

成

し
て

い
た

。
後

は
急
勾
配

の
支
谷

で
足

場
最
悪

。
児

嶋
さ

ん
も

い
つ

に
な

く
、

ヘ
ル
メ

ッ
ト

を
着
用

し
て

い
る

。
 

パ
イ

プ
に
穴

を
開

け
た

り
、
切
断

の
作

業
も

大
変

で
あ

る
が

、
児

嶋
さ

ん

の
一

人
舞
台

で
、

大
半

が
手
際

よ
い

作
業

を
見

て
い

る
だ

け
の
状
態
だ

。
 

今
日

の
予

定
を

終
了

し
た

が
、

今
後

垂
木

取
付

け
や

ト
タ
ン
打

ち
作

業
、

こ
の
足

場
で

ど
う

や
っ

て
や

る
の

か
・

・
・

。
 

ま
あ

何
と

か
事
故

、
ト

ラ
ブ

ル
も
無

く
、

本
日

の
予

定
を

終
了

し
た

が
、

最
後

ま
で
気

を
弛

め
ず
安
全

第
一

で
お

願
い

し
た

い
。
 

 こ
の

日
行

仙
宿

に
立

寄
っ

た
登

山
者

か
ら

、
倶
利
伽
羅
岳
辺

り
で
拾

っ
た

動
く
卵

を
託

け
ら

れ
た

。
上

手
く
孵
化

す
る

か
し

な
い

か
、
卵

は
キ
ジ

か
山

鳩
か
ふ

く
ろ
う

か
・

・
・

児
嶋

さ
ん

に
託

し
た

。
 

持
帰

り
孵
化

さ
せ

る
事

が
出

来
た

か
ど
う

か
の
結
果

は
、
又
報
告

し
ま

す
。
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